
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＊瓦版は、3月・7月・11月の年 3回の発行です。 

★アンケート調査方法★ 

 期  間 ：平成２７年１月７日～平成２７年１２月２７日 

 回答方法 ：選択式７問、自由意見１問について、じないまち交流館に設置してある 

       所定のアンケート用紙に記入し、回収箱に投函してもらう。 

 回 答 数： ５２４人    《（参考）平成２６年：４２６人》 

 総入館者数： ３３，５９４人 《（参考）平成２６年：３３，２１７人》 

 （入館者数が多い３月は雛めぐりのイベントが行われた月です。） 

 ★ご意見・ご感想★ （各ご意見・ご感想の最後の｢3/14｣等は記入された日付です。） 

【10 歳未満】 

●毎年ひなめぐりに来ています。3/14 

●すごくきれいで、ひな人形もいっぱいあって、感どうしました。近いので、来年も

来たいです。ありがとうございます。3/15 

【10 歳代】 

●休けい場所がとってもよかったです。おもち、お茶人へのお気づかいが分かりまし

た。とっても楽しかったです。また来たいと思います。3/15 

●なぜ寺内町って言うのですか。4/2 

●レトロな町並みで、ガイドさんも、わかりやすく説明してくださったので、勉強に

なりました。4/29 

【20 歳代】 

●とてもすてきな街並で市民として誇りに思います。7/4  

●城之門筋の町並みを期待したのですけど、興正寺別院前に路上駐車があり見ることが

できませんでした。次回来る時がありましたら改善されていることを望みます。 

●とても情緒があり美しい建物、通りを見る事が出来て良かったです。案内、お店の方々

の対応も親切でわかりやすく、初めてでも楽しく回る事が出来ました。ありがとうござ

います。10/22 

【30 歳代】 

●本日はお天気も良く、ゆっくりと散策が出来ました。昔ながらの町並みが残っていて、

ゴミもなく整備がされている事に素晴らしい観光地だと思いました。1 ケ所、興正寺の

北側の道路で抜け道に使われているのか道幅が狭いのにもかかわらず速いスピードで車

が何台も走っていたので小さい子供連れで歩いているとヒヤッとする事があり恐かった

です。観光地なので、この様に抜け道に使って欲しくないと感じました。4/19 

●いつも癒されに来ます。みなさんも温かくてすてきな町です。7/30 

●歴史の事が良くわかりました。とても説明がわかりやすくとても良かったです。9/12 

【40 歳代】 

●2012，14 に３回来ました。気になったお店を巡っています。展望広場からの景色も

気に入っています。「ここに足湯があってもいいかも」とか思ったりしています。雰囲

気の良いカフェ、ランチ屋さん、雑貨屋さんなどがもっと増えるといいですね。1/9 

●ボランティアガイドの方の説明でじない町のことがよく分かりとてもよかったです。あ

りがとうございました。こんな近くにこんな静かな古い街並。又ゆっくり来たいです。4/29 

●当日でもボランティアガイドを頼めると助かります。5/8 

●趣きのある町並みがすてきでした。これからも保存されることを願います。じないまち交流館

のお手洗いがきれいでありがたかったです。ありがとうございました。5/9 

【50 歳代】 

●貴重な文化財としての建築や町並みを守り続けることは私達の義務と考えます。大変な

ことですが町の皆さんの尽力を期待します。あまり観光客がこない程度に。1/11  
●友達も寺内町をとても気に入ってくれました。心落ち着ける町です。富田林に住んで 

一番良かったと思える事です。1/11 
●こんなにたくさん旧家が集まっているとは思っていませんでした。非常にきれい
で町並も素敵で落ちついた気持ちになりました。観光地化されすぎていないのが良
いと思います。3/8 

●飲食店が少なく感じます。4/4 

●寺内町の古い街並みは風情があり素敵です。また町の人々がみなさん温かく親切
で、ほっこりした町歩きができるところが魅力だと思います。5/15 

【60歳代】 

●きれいに整備された町並に驚きました。歴史と文化が大切に守られており感動し

ました。寺内町センターも交流館も富田林寺内町について昔の繁栄ぶりがわかり勉

強になりました。2/13 

●初めて来ましたが、ていねいにわかりやすく応対・案内していただきありがとうござ

いました。また、手書きのマップもとても判りやすく助かりました。3/20 

●ショップの場所がわかりにくい。日曜日に来たのにほとんどの店が営業していな

い。これではここへ来る意味がない。もう二度とこない。3/29 

●昔の町並がよく保存されていてタイムスリップしたような気分になりました。歩きやす

い道でした。地図は駅を下にしてもらえると分かりやすい。4/8 

●案内所でていねいに教えて下さいましたので歩きやすいです。道を歩いていても、声を

かけて頂き迷うことなく、ありがたかったです。5/19 

●奈良の今井町と連携した企画をされたら如何でしょう。世界遺産を目指して下さい。10/2 

【70歳代】 

●静かで落ちついた町並みが何ともいえず、日本人の原風景のように感じます。石

上露子が好きで訪ねる原点だったかも。自治都市としての風格が人の心を落ちつか

せる力があるのだと思います。維持管理が大変だろうと思います。感謝です。1/7 

●平日に来ました。私(観光客)には大きな変化はいりません。このままでよいと思います。１/29 

●伝統的な街並みが良く保存されているので、いつ来ても心が落ち着き、気持ちが

やすらぎます。これからも守っていってください。3/14 

●この歴史ある古い街を歩いて、ガイドもついてくださり大変有意義な時間でした。この

河内の国の文化財がこれからも若い人々が帰ってきて継承されます様に。4/29 

●興正寺の重文登録を機に、寺内町にある諸寺が協力し合って知らしめる行事を（説

法会、各寺のもつ伝承等）をされてみては。5/26 

●駐車場が少ない。6/28 

●町は静かでゆっくり散策できます。ゴミひとつ落ちてなく気持ち良い空間で満足。保

存建物はよく手入れされている。新しい建物も修景に配慮されていていいですね。10/7 

●町並みが美しく、ゴミがない。地元の方に気持よく笑顔で挨拶して頂きました。12/15 

【80 歳代】 

●今年の「後の雛まつり」の地図案内 MAP がなくてとまどった。10/10 

●とても落ち着いた雰囲気の町で、江戸時代もしくはそれ以前にタイムスリップし

たような気がして、散策を楽しませて頂きました。また春にでもぜひ訪れたいと思

います。11/7 

 今回の瓦版は、会員以外の世帯にも 
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 平成２７年１月～１２月の来館者アンケート集計結果 
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早
い
も
の
で
こ
の
４
月
１
日
で

「
じ
な
い
ま
ち
交
流
館
」
開
館
１

０
周
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
の

年
間
入
館
者
数
は
、
初
年
度
の
１

６
，
６
７
７
人
に
対
し
て
、
直
近

の(

平
成
２
６
年
度
ま
で
の)

３
年

間
平
均
で
は
３
２
，
５
６
６
人
と

年
間
３
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

ま
た
入
館
者
に
占
め
る
市
外
・
府

外
在
住
者
の
割
合
は
、
平
成
２
４

年
度
ま
で
は
６
割
前
後
で
し
た

が
、
２
５
・
２
６
年
度
で
は
８
割

前
後
に
達
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
最
近
で
は
市
内
以

外
の
来
訪
者
が
増
え
て
き
て
い

て
、
そ
れ
は
そ
れ
で
結
構
な
事
で

す
が
、
地
元
寺
内
町
在
住
者
の
利

用
が
思
い
の
ほ
か
少
な
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
よ
く
利
用

さ
れ
て
い
て
顔
な
じ
み
の
方
達
も

お
ら
れ
ま
す
が
。 

 

じ
な
い
ま
ち
交
流
館
の
目
的

は
、
来
訪
者
へ
の
休
憩
場
所
や
寺

内
町
の
歴
史
・
文
化
の
情
報
提
供

の
他
に
市
民
の
交
流
場
所
提
供
も

目
的
と
し
て
お
り
、
近
郊
の
方
々

の
作
品
の
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
情
報

の
提
供
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

暑
い
時
期
や
寒
い
時
期
の
買
物

の
行
き
帰
り
の
休
憩
に
、
ま
た
通

り
が
か
り
の
つ
い
で
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

（
じ
な
い
ま
ち
交
流
館
・ 

西
林
町 

中
井
隆
洋
） 

年
６
月
で
あ
り
、
そ
の
間
、
町
づ
く
り

の
要
綱
・
条
例
の
制
定
や
個
人
住
宅
な

ど
の
修
景
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
上
で
の

選
定
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
十
一
月
の

香
嵐
渓
も
み
じ
ま
つ
り
の
期
間
中
は
混

雑
の
た
め
ガ
イ
ド
は
行
っ
て
い
な
い
と

の
こ
と
で
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
終
了
後
は
、

引
き
続
き
同
じ
方
達
に
よ
る
案
内
で
町

並
み
見
学
に
出
か
け
た
。
江
戸
末
期
以

前
の
建
物
で
あ
る
「
田
口
家
住
宅
」
内

や
県
指
定
登
録
文
化
財
の
「
足
助
中
馬

館
」
の
見
学
、
国
の
重
要
文
化
財
で
あ

る
「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
内
部
の
修
理
作

業
現
場
の
見
学
も
さ
せ
て
頂
い
た
。
こ

の
旧
鈴
木
家
住
宅
の
母
屋
は
、
安
永
５

年
（
１
７
７
６
年
）
の
建
造
物
で
、
近

世
は
紙
問
屋
、
近
代
は
土
地
経
営
な
ど

で
財
を
な
し
、
足
助
で
は
最
大
級
の
敷

地
内
に
１
６
棟
の
建
物
が
残
っ
て
い
る

。
平
成
２
６
年
１
２
月
か
ら
修
理
を
開

始
し
、
一
般
公
開
は
平
成
３
３
年
と
い

う
大
規
模
な
解
体
修
理
作
業
が
現
在
行

わ
れ
て
い
る
。 

重
伝
建
地
区
の
町
並
み
は
、
伊
那
街

道
を
挟
ん
で
、
北
側
の
山
と
伊
那
街
道

と
の
間
に
立
ち
並
ぶ
民
家
と
、
南
側
の

足
助
川
と
伊
那
街
道
と
の
間
に
立
ち
並

ぶ
民
家
と
か
ら
成
り
立
つ
。
重
伝
建
地

区
内
に
は
ス
ー
パ
ー
も
コ
ン
ビ
ニ
も
な

く
、
今
も
八
百
屋
、
魚
屋
、
米
屋
、
洋

服
屋
、
散
髪
屋
、
書
店
、
写
真
館
や
旅

籠
の
面
影
を
残
す
旅
館
な
ど
が
立
ち
並

び
、
富
田
林
の
昭
和
３
０
～
４
０
年
代

頃 

 

 

朝
か
ら
秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ

た
十
一
月
五
日
（
木
）
、
参
加
者
七
名

の
一
行
は
駅
北
ロ
ー
タ
リ
ー
を
七
時

半
に
出
発
し
、
豊
田
市
足
助
（
あ
す
け

）
に
向
か
い
、
十
一
時
半
頃
に
足
助
宮

町
の
駐
車
場
に
着
い
た
。 

こ
こ
は
香
嵐
渓
（
こ
う
ら
ん
け
い
）

と
呼
ば
れ
る
も
み
じ
の
名
所
の
入
口

に
な
り
、
昼
食
場
所
の
香
嵐
亭
ま
で
の

徒
歩
５
分
間
は
、
色
づ
い
た
も
み
じ
と

豪
快
な
岩
場
が
続
く
巴
川
の
渓
谷
美

が
楽
し
め
た
。
食
後
は
、
巴
川
対
岸
の

も
み
じ
の
ト
ン
ネ
ル
を
歩
き
、
午
後
一

時
か
ら
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
会
場
で
あ

る
足
助
交
流
館
に
向
か
っ
た
。 

足
助
交
流
館
で
は
、
豊
田
市
文
化
財

課
の
方
達
か
ら
足
助
地
域
の
沿
革
や

重
伝
建
地
区
足
助
の
特
徴
や
町
並
み

保
存
の
歴
史
や
現
在
の
取
組
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。
足
助
は
、
尾
張
・

三
河
か
ら
信
州
を
結
ぶ
伊
那
街
道
の

中
継
地
に
あ
た
り
、
物
資
運
搬
や
庶
民

通
行
の
要
所
と
し
て
栄
え
た
商
家
町

と
い
う
こ
と
だ
。
一
方
で
豊
田
市
の
３

分
の
２
の
面
積
を
占
め
る
地
域
は
森

林
地
帯
で
あ
り
、
消
滅
可
能
性
地
域
に

該
当
す
る
と
の
こ
と
だ
。
ま
た
足
助
の

町
づ
く
り
団
体
の
歴
史
は
、
昭
和
５
０

年
度
に
「
足
助
の
町
並
み
を
守
る
会
」

が
、
そ
し
て
平
成
５
年
度
に
「
足
助
ま

ち
づ
く
り
の
会
」
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
足
助
が
重
伝
建
地
区
（
商
家

町
）
に
選
定
さ
れ
た
の
は
、
平
成
２
３ 

 

四
月
一
日
～
十
五
日 

 
 

工
房
と
き  

 
 

  
陶
芸
作
品
展 

 

四
月
十
六
日
～
三
十
日 

 
 

こ
ご
せ
会
写
真
部 

 

写
真
展  

五
月
一
日
～
十
五
日 

 
 

南
華
会 

 
 
 

  
 

書
道
作
品
展 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

五
月
十
七
日
～
三
十
一
日 

 
 

遊
墨
会 

 
 
 
 
 

水
墨
画
展 

 

六
月
一
日
～
十
五
日 

 
 
 
 

境
家
真
美 

 
 
 
 

書
道
・
華
道
作
品
展 

 

 

六
月
十
六
日
～
三
十
日 

 
 
 
 

大
塚
眞
喜
子 

 
 
 

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
品
展 

 

七
月
一
日
～
十
五
日 

 
 
 
 

三
人
衆 

 
 
 
 
 

写
真
・
折
紙
作
品
展 

 

七
月
十
六
日
～
三
十
一
日 

 
 
 
 

リ
ア
ル
ア
ー
ト 

 
 

水
彩
画
作
品
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広
報
部
会 

部

会

長 

副
部
会
長 

委

員 

委

員 

委

員 

委

員 

委

員 

委

員 

中

井

隆

洋 

田
中
新
之
助 

大

塚

健

治 

和

田

幸

雄 

栁

本

恵

三 

和

田

孝

雄 

尾

谷

正

隆 

井

上

正

勝 
(

順
不
同) 

富田林寺内町 来訪者 歓迎キャンペーン 

今
年
の
雛
め
ぐ
り(

主
催
：
四
季
物
語
実
行
委
員
会)

は
三
月
十
二
日(

土)

十
三
日(

日)

に
開
催
さ
れ
、
寺
内
町

に
は
二
日
間
で
約
一
五
、
〇
〇
〇
人(

主
催
者
発
表)

の

人
出
が
あ
り
ま
し
た
。
初
日
は
朝
か
ら
素
晴
ら
し
い
青

空
、
二
日
目
も
ま
ず
ま
ず
の
天
気
で
、
寺
内
町
の
民
家

や
商
店
、
町
角
な
ど
の
１
０
０
箇
所
程
の
所
に
は
春
の

花
と
と
も
に
お
雛
様
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
開

始
前
の
時
間
帯
か
ら
多
数
の
来
訪
者
が
「
お
雛
様
」「
ま

ち
な
み
ア
ー
ト
」を
見
物
し
な
が
ら
町
中
を
散
策
さ
れ
、

昨
年
以
上
に
活
気
に
満
ち
た
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。 

交
流
館
で
は
例
年
通
り
「
じ
な
い
ま
ち
カ
フ
ェ
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
寺
内
町
の
中
で
は
、
例
年
に
も
増
し

て
多
く
の
和
服
姿
の
子
供
達
や
様
々
な
年
代
の
人
達
、

カ
メ
ラ
を
携
え
た
老
若
男
女
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
え
え
も
ん
市
」「
伝
統
工
芸
品
展
」「
お
茶
会
」

等
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

「
お
雛
様
」「
春
の
花
」
を
飾
っ
て
頂
い
た
地
域
の
皆

様
、
参
画
・
運
営
等
に
携
わ
っ
て
頂
い
た
皆
様
の
ご
尽

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 

（
広
報
部
会
） 

まもり・そだてる会活動報告  

一
月
九
日(

土)

、
今
年
の
「
初
鍋
め
ぐ
り
」

(

主
催
：
四
季
物
語
実
行
委
員
会)

が
開
催
さ

れ
、
寺
内
町
に
は
約
三
、
三
〇
〇
人(

主
催
者

発
表)

の
来
訪
者
が
あ
り
ま
し
た
。
早
朝
か
ら

快
晴
の
天
気
で
寺
内
町
界
隈
は
大
変
賑
わ
い

ま
し
た
。
当
会
で
は
、
例
年
ど
お
り
、「
ぼ
た

ん
鍋
」
を
出
店
し
ま
し
た
。
今
年
も
八
町
茶

屋
さ
ん
の
お
世
話
で
猪
肉
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
交
流
館
の
職
員
さ
ん

に
は
、
前
日
か
ら
の
仕
込
み
、
当
日
の
味
付

け
等
で
大
変
活
躍
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お

陰
様
で
今
年
も
ま
た
ベ
ス
ト
オ
ブ
鍋
に
選
ば

れ
ま
し
た
。 

 

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
  
  
 

（
広
報
部
会
） 

『
寺
内
町
四
季
物
語
二
〇
一
六
「
春
」 

 
   

第
十
回 

雛
め
ぐ
り
』
報
告 

寺
内
町
四
季
物
語
二
〇
一
六
「
冬
」 

第
八
回 

初
鍋
め
ぐ
り
』
報
告 

= 

ぼ
た
ん
鍋
が
「
ベ
ス
ト 

オ
ブ 

鍋
」 

 
    

七
年
連
続
一
位
達
成
！ = 

 今回の瓦版は、会員以外の世帯にも 

 配布させていただいています！   
＊瓦版は、3月・7月・11月の年 3回の発行です。 

 

 

編

集

雑

感 
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前
号
に
続
く
右
の
記
事
は
、
紙

面
の
都
合
上
、
次
回
瓦
版
６
４
号

以
降
に
掲
載
の
予
定
で
す
。 

「
我
が
町
、
寺
内
町
、
見
て
あ
る
記
（
四
） 

 
  

 

＝
寺
内
町
の
良
さ
再
認
識
」 

お
こ
と
わ
り
！ 

 

の
よ
う
な
懐
か
し
い
町
並
み
で
あ
っ
た
。

足
助
交
流
館
で
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
足
助

に
来
る
観
光
客
は
、
圧
倒
的
に
十
一
月
の

香
嵐
渓
も
み
じ
ま
つ
り
目
当
て
が
多
く
、

そ
れ
以
外
の
時
期
は
そ
れ
に
は
遠
く
及

ば
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
確
か
に
当

日
は
、
香
嵐
渓
へ
の
道
の
両
側
に
は
観
光

客
相
手
の
土
産
物
店
の
他
に
、
露
店
も
ぎ

っ
し
り
と
立
ち
並
び
、
多
く
の
観
光
客
で

賑
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
隣
接
す
る
重
伝

建
地
区
は
、
土
産
物
店
よ
り
も
地
元
住
民

相
手
の
昔
な
が
ら
の
商
店
の
方
が
多
く
、

そ
れ
ほ
ど
観
光
地
化
さ
れ
た
様
子
は
な

く
、
割
と
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
あ
っ

た
。 こ

う
し
て
バ
ス
に
戻
っ
て
、
午
後
三
時

半
過
ぎ
に
足
助
を
出
発
し
て
帰
路
に
つ

き
、
午
後
七
時
半
過
ぎ
に
駅
北
ロ
ー
タ
リ

ー
に
着
い
た
。 

今
回
の
理
事
研
修
会
に
参
加
し
て
、
ま

た
一
つ
興
味
深
い
他
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
も

み
じ
の
渓
谷
と
食
事
も
楽
し
め
て
、
満
足

の
一
日
で
あ
っ
た
。 

富
田
林
寺
内
町
は
、
香
嵐
渓
の
よ
う
な

目
玉
と
な
る
名
所
が
す
ぐ
近
く
に
あ
る

と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
都
心
部
か
ら
３

０
分
で
来
ら
れ
る
と
い
う
手
軽
さ
が
あ

り
、
年
間
を
通
じ
て
来
訪
者
が
あ
る
と
い

う
有
利
さ
が
あ
る
。
富
田
林
も
足
助
も
、

夫
々
の
地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
、
今
後

も
住
民
に
も
来
訪
者
に
も
喜
ば
れ
る
よ

う
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
お
互
い
に

進
め
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

（
西
林
町 

中
井
隆
洋
） 

 

 

   

 

じ
な
い
ま
ち
交
流
館 

 
 
 

 

新
職
員
紹
介 

 

一
里
山
町
の
本
岡
智
子
で

す
。 昨

年
十
二
月
か
ら
お
仕
事
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
身
近
な
地

域
の
事
で
も
知
ら
な
い
事
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
中

の
日
々
で
す
。 

来
館
さ
れ
る
み
な
さ
ん
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

月 日 会議名 内     容 

11 

18 研修部会 ・会員見学会総括 ・理事研修会総括 

25 理事会 
・各部会の報告（燈路、会員見学会・理事研修会） 

・住民ｱﾝｹｰﾄ ・28年度会事業計画案 ・初鍋めぐり 

12 3 役員会 
・部会報告 ・住民ｱﾝｹｰﾄ調査 

・28会事業計画案 ・28交流館予算 ・鍋めぐりﾒﾝﾊﾞｰ 

1 

7 役員会 
・各部会報告（特に会員見学会･理事研修会の今後） 

・会と交流館の予算案 ・会のｼﾝﾎﾞﾙｶﾗ―とｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸ 

21 理事会 
・寺内町住民ｱﾝｹｰﾄ調査・28年度会事業計画案 

・会と交流館の予算案 ・会のｶﾗｰとﾏｰｸ ・交流館ＨＰ 

2 
5 役員会 

・鍋めぐり収支実績 ・雛めぐり実施の件 

・総会について 

25 広報部会 ・瓦版６３号の確認 ・瓦版６４号の原稿について 

3 

2 研修部会 ・理事研修会と会員見学会の今後のあり方について 

4 役員会 
・雛めぐり実施について 

・総会について 

 

ま
も
り
・
そ
だ
て
る
会 

 
 

理
事
研
修
会
〈
愛
知
県
豊
田
市 

足
助
〉 

 

香嵐渓 足助の町並み 豊田市文化財課との交流 

 
 

 


